
★平成21年第４回定例会は12月１日(火)開会予定です。

平成21年
（2009年） 10月
第31号

９月補正:17億3,404万円

補正後の予算
一般会計：222億5,629万円
（対前年度同期 ＋23億8,316万円

＋12.08％）
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日 種 別 内 容
開 会
会議録署名議員の指名

１惜 本会議 会期の決定
市長提出議案等20件 ・・・ 一括上程
市長提出議案等の提案理由説明

３斥 本会議 議案等に対する質疑
議案等に対する質疑
決議案の上程（企業会計決算審査特委設置）
決議案の提案理由説明

４昔 本会議
決議案に対する質疑
決議案の討論､採決
特別委員会委員の選任
特別委員会正副委員長の互選
議案の常任委員会及び特別委員会付託

７席 休 会 特別委員会（交通網･港湾･企業誘致対策）
８惜 休 会 特別委員会（地域医療･環境施設整備対策）
９戚 本会議 一般市政に対する質問
10斥 本会議 一般市政に対する質問

一般市政に対する質問

11昔 本会議
市長提出追加議案１件 ・・・ 上程
市長提出追加議案の提案理由説明
市長提出追加議案に対する質疑

14席 休 会 常任委員会
15惜 休 会 常任委員会
16戚 休 会 正副委員長会

市長提出追加議案等11件・・・一括上程
市長提出追加議案の提案理由説明
市長提出追加議案に対する質疑
決議案等の提案理由説明
決議案等に対する質疑
決議案の討論、採決

18昔 本会議
特別委員会委員の選任
議案の特別委員会付託
特別委員会正副委員長の互選
常任委員会報告
常任委員会報告に対する質疑
特別委員会中間報告
特別委員会中間報告に対する質疑
議案等の付議順序により討論、採決
閉 会

平成21年伊万里市議会第３回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時９月
◎ 教育委員の交代

岩永憲一良さんの任期満了により、新た

に森哲也さんの任命に同意しました。

岩永さんは通算12年の教育委員在職中、

教育委員長として２年半、教育長として６

年余の長きに亘って重責を果たされ、伊万

里市の教育行政に大きな功績を残されまし

た。

議会としても、心から感謝申し上げます。

◎ 人権擁護委員の承認

泉澄子さんの再任を承認しました。

議会ホットコーナー
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当委員会に付託されました、条例議案及び

一般会計補正予算について審査の結果、原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

主な審査内容は次のとおりです。

「消防本部」

松浦町宿分婦人消防隊へ軽可搬動力ポンプ

(台車付き)及び予防活動のための資機材整備

等に102万3千円、消火栓改修工事費に170万

円で3箇所分の事業費で地上式消火栓を地下

式消火栓に改修する。

他防火水槽・積載車格納庫改修工事への補

助である。

「政策経営部」

土地等の長期譲渡所得に係わる特別控除制

度の創設に伴う条例改正である。

定住自立圏形成協定の締結等に関し、議決

事件として整理するための条例を改正するも

ので、新しく「定住自立圏構想推進事業」が

事業化に向けて定住自立圏共生ビジョンの策

定等がなされる。

その懇談会の委員15名と行政側が加わり協

議する経費等が計上された。

災害復旧費については、道路・河川・農業

用施設・農地・林道等の災害に対して国・

県・起債等で対応し、補助対象にならない箇

所については市単独予算で整備を行う。

「総務部」

手数料の改正で、航空写真図の交付に関す

る手数料が航空写真図の交付1件1枚に付800

円、1枚増すごとに500円を加算、また字図付

航空写真図の交付については1件1枚につき

1,100円、1枚増すごとに800円を加算すると

の説明を受けた。

防犯灯設置費助成事業については、当初予

算60万円で44基分完了し、申請が新たに50

基あり、補正で551千円計上された。

里山エリア再生交付金事業については、大

川町立川字大光の市有林の利用間伐業務費委

託で、間伐材1,762本伐採・作業路300メー

トル等の経費が計上されている。

地域情報化一般事業(佐賀県インターネット

寺小屋整備事業を活用した拠点整備事業)は地

域のＩＣＴ(情報通信技術)利活用の促進を図

るため、相談員を配置したブロードバンド環

境にある「拠点・市民図書館内」に整備しＩ

ＣＴに関する相談・研修を受けられる体制つ

くり、パソコン10台ネットワーク機器一式・

工事等に補正予算249万5千円。

ノートパソコンで各町公民館等にも出前講

座も行う計画になっている。

「現地視察」について

戸栗美術館建設予定地の現地視察をした。

一般質問でも指摘されたが、現状を見ると

傾斜がひどく造成には多額の費用が掛かると

の説明を受けた。今後戸栗美術館側の動向を

見守りたい。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎前田 儀三郎 ○山増 秀明
前田 教一 松永 孝三 高木 久彦
占野 秀男 盛 泰子 浜野 義則

戸栗美術館予定地の視察（大川内山）
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当委員会に付託された条例議案１件、補正

予算議案2件、特別会計補正予算議案4件につ

いて諸議案、慎重に審査した結果原案のとお

り全て可決すべきものと決定致しました。

今議会の議案は国の政策の一つであります

経済対策の一環として支払われる｢臨時交付

金｣の案件が主な審議内容でありました。

条例議案では、法令の改正に伴い、出産育

児一時金の額を改定する為の条例の改正が行

われました。

平成21年10月１日から平成23年３月31日

までの間に出産をされた方に、今までは、35

万円の出産一時金の支払いが39万円に増額す

る事に改正されました。

補正予算では、民生費に地域共生ステーシ

ョン(宅老所）推進事業が取り上げられました。

これは介護保険によらず、高齢者を日中預か

り必要に応じて宿泊も行う等のサービスを提

供する宅老所の開設事業者を支援する為の補

助を行うものであります。このような施設は

これからも増える傾向にあり、市としても一

般財源からの支出である補助金であり、たと

え半額だとしてもきちんとした管理監督をし

ていくべきとの意見がありました。

又、子育て家庭に対する生活安心の確保を

図る事を目的に小学校就学前３年間の子供に

対して、子育て応援特別手当を支給すると言

うものであります。対象となる子供は平成15

年４月２日～平成18年４月１日生まれの子供

であり、申請受付から６ヶ月間の支給であり

１人の子供につき３万６千円の支給で対象と

なる子供の人数は1,630人であります

この事業も政府の経済対策の一環であり、

今年度限りとの説明を受けました。

住宅の確保と就労機会の確保に向けた支援

を目的に住宅手当緊急特別措置事業の説明を

受けました。対象者は景気の悪化により仕事

をやめざるを得ない人の内、離職者で就労の

意欲と能力のある人で住宅を喪失している人、

又は喪失の恐れのある人と言うことでありま

す。支援策として月に３万７千円の住宅手当

を支給し、支給期間を来年の３月までとの説

明を受けました。

衛生費につては、女性特有のがん検診の受

診率向上を図るため、検診手帳及び無料クー

ポン券（子宮頸がん、乳がん）について説明

を受けました。

教育費については、今回、約１億４千万円

の補正予算が組まれ、小中学校の施設整備事

業として、パソコンのＬＡＮ整備事業や太陽

光発電設置事業等の事業費が付いたので、こ

れらを行うとの説明であります。その中で、

市内の小中学校にパソコンの配置を行ってお

り、中学校においては、ほぼ全員に行き渡っ

ており、１人一台となっているとの報告であ

ります。小学校におきましては１.２人に一台

の割合だとの説明であります。

今回、太陽光発電装置の設置を小学校で５

校中学校で３校設置する事との説明を受けま

した。発電量10kwの太陽光発電と言う事であ

ります。この発電装置で一つの学校の電気使

用量の３分の１を補うとの説明であります。

自然エネルギーの問題や環境問題等学習教

材としての位置づけや僅かではありますが売

電もできるとの報告であります。

委員からは、時代の流れではあるが、費用

対効果と云う事も併せて考えて行かなければ

ならない問題であろうとの意見がありました。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎笠原 義久 ○草野 譲
内山 泰宏 船津 賢次 前田 久年
樋渡 雅純 島田 布弘 下平 美代

無料クーポン券、検診手帳
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

当委員会に付託された条例議案２件と一般

会計補正予算１件及び特別会計補正予算３件

は審議の結果原案通り可決すべきものと決定

しました。その審議内容について主な意見を

抜粋記述します。

● 労働費

今回、雇用情勢の悪化を受け国からの交付

金を財源とし地域雇用機会の創出を図る為、

県で創設された、｢緊急雇用創出基金事業｣に

ついて審議し、半年未満ではあるが、伊万里

市にて約100名の雇用を生み出す２５事業は早

い執行を望むとの意見が出されました。

● 農林水産業費

｢伊万里牛素牛生産拡大事業基金｣について

は、市内の畜産農家に対し繁殖牛を無利子で

貸し付け、子牛生産を高め伊万里牛の自給率

向上を図る事を目的として提案されました。

委員からは、１頭単価が安すぎることや、

１農家当りの貸し出し制限は撤廃すべき等の

意見が出されたが、初年度の要望動向を見な

がら次年度以降検討するとの答弁を得ました。

● 災害復旧費(農地・農業用施設)

６月７月の梅雨前線豪雨により施設56箇所、

農地44箇所が崩壊したので、その復旧費であ

り早い復旧を望むが、耕作放棄地や営農意欲

の低下などが災害を誘発している向きもある

と思われるので、耕作放棄地解消も合わせ行

う必要があるとの意見が出されました。

● 商工費

｢コミニュティバス運行事業｣については、

いまりんバスを上伊万里にある障害者福祉施

設まで延長するとの説明を受けました。

現在の運行は市街地に限られており周辺部

でも、いまりんバスの運行を望んでいる。さ

まざまな問題はあると思うが、今後十分検討

すべきとの意見が出されました。

● 土木費

煤屋川、福川内川の河川改修や新規に市内

713箇所の橋梁長寿命化修繕計画策定事業が提

案されました。

又、住宅費についても本年老朽化した市営

住宅の改修を行うとの案件が出され承認され

ましたが、家賃について過年度家賃滞納が固

定化していることもあり、居住者の事情もか

んがみながら徴収に努めるようにとの意見が

出されました。

● 災害復旧費(公共土木施設)

６月７月の梅雨前線豪雨により道路、河川

121箇所が崩壊した為、その復旧工事費が提案

されました。

● 工業用水道事業

市民の皆様に多大なるご心配をお掛けしま

したが、７月末に補修工事を終え、貯水を行

い企業への送水を開始しました。

現在、波返し工事を行っており10月末には

すべての工事が完成するとの報告を受けまし

た。

委員からはもうこれ以上の補修工事はない

のか、塩分濃度、貯水率等についての質問が

ありましたが、問題はないとの答弁でした。

◎堀 良夫 ○松尾 博幸
松尾 雅宏 多久島 繁 渡邊 英洋
岩橋 紀行 田中 啓三 福田 喜一

建設中の井手口川ダム（大川町）



6

特
別
委
員
会
報
告

交通網、港湾、企業誘致対策調査特別委員会
１）西九州自動車道の整備について

唐津伊万里道路については、用地取得率は

平成20年度末の関係人ベースで、南波多町重

橋、谷口、古里、水留地区が約40％、大曲、

高瀬、井手野、原屋敷地区が91％、府招地区

が43％の進捗状況にある。今年度も引き続き

用地買収と板治川橋下部工の工事等を予定さ

れている。

伊万里松浦道路については、山代ＩＣから

長崎県境間の用地取得率は平成20年度末で約

80％の進捗状況にある。今年度も引き続き用

地買収と工事説明会、久原小波瀬地区改良工

事の工事等を予定されている。

２）港湾整備について

七ツ島地区多目的国際コンテナターミナル

整備については、国は平成20年度繰越事業と

してケーソン5函をマイナス13ｍ岸壁予定地

に据え付けを行い、今年度もケーソン3函の

製作や航路、泊地の浚渫が計画されている。

尚、平成20年度コンテナターミナルのコンテ

ナ年間取扱い量は50,872ＴＥＵの実績となり

前年度に引き続き九州第４位の状況にある。

３）企業誘致について

本年4月から8月末までに企業訪問等による

立地勧奨は延べ12社、立地企業に対するフォ

ローアップは延べ109社への訪問が行われて

いる。又、昨年立地した日の本研磨材㈱と㈱

ヱレテックの2社が5月に操業を開始されてい

る。

行政視察報告（8月３日～5日）

１）島根県益田市

益田市域における山陰自動車道は有料方式

と無料方式のいずれも採用されている。隣接

の浜田市間の三隅益田道路は都市計画決定手

続き中であり、建設促進を図るため住民･行政

側や議会側の各種協議会等により積極的な要

望活動を展開されている。企業誘致の推進に

ついては、大阪事務所に駐在員を配置し、企

業動向の情報収集を積極的に展開されている。

石見臨空ファクトリーパーク43.3haを有し、

約13haの分譲が済み、約700人の市民の新規

採用がなされている。

２）広島県大竹市

大竹市は隣接する山口県岩国市とともに日

本で初めて石油化学コンビナートを形成した

都市である。港湾施設用地の最大の特徴は直

線で約1.2km となる岸壁にあり、幾種類もの

バース中に－11m岸壁を持つことは地方港湾

としては異例とのことで、5万トン級の大型

船舶の接岸も始まっていて、日本で唯一の外

貿コンテナを取り扱う地方港湾となっている。

利便性の高い交通網と、航路、泊地の浚渫の

必要もない良好な自然環境にも恵まれている。

企業誘致の推進については、企業の流失防止

にシフト替えされている。企業用地として約

38ha整備されているが、既に完売し、1000

億円以上といわれる投資が行われている。

◎渡邉 英洋 ○多久島 繁
松尾 雅宏 山増 秀明
島田 布弘 笠原 義久 前田儀三郎

大竹港コンテナターミナル
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特
別
委
員
会
報
告

新病院統合整備事業
用地取得は全ての契約が終了し造成開始の

予定。国道からの進入路は国土交通省及び警
察との協議が進むと共に、地権者へ計画概要
が示され概ね了解が得られている。建物は7月
から実施設計に着手。建設への本格的な動き
が始まった。
用地取得の遅れにより計画全体が約８カ月

余りずれ込んでおり、平成23年4月の開院予定
が遅れることは明白であるが、今年度はいま
だ病院統合推進協議会の開催はなく、審議が
なされていないのは遺憾。よって現在の進捗
状況を踏まえた開院時期の見通しについて速
やかに協議・公表されることを望む。また院
内保育所や医師宿舎の整備は、今日の医師不
足などの現状を踏まえ安心・安全な医療を提
供するために、医療従事者の確保は必要不可
欠である。人材確保のための投資は積極的に
行うべきものであり、今後も慎重かつ十分な
協議を望む。

ごみ処理施設整備事業
県のごみ処理広域化計画を受け、平成19年7
月に本市を含めた４市５町で佐賀県西部広域
環境組合を組織、約24万人余りを処理区域人
口とする施設整備事業を開始。基本計画では、
処理能力を国のガイドラインや構成市町より
排出されるごみの量等から日量201tとし、平
成24年～26年度の3カ年で施設整備、27年度
供用開始予定。
建設候補地は、松浦町まちづくり協議会と

構成市町長会からの要望を受けた伊万里市が
松浦町へ候補地抽出を依頼し、自然環境や生
活環境保全への配慮等を条件として、50haの
土地が候補地として示された。21年5月には、
その内の12haが環境影響評価を行う建設予定
地に決定。
今年度は事業の骨格をなす重要な計画が

数々策定される予定。施設整備基本計画では
処理方式や最終処分場の検討を行い、施設の
方向性が定められる。地元はもとより伊万里
市として望ましい方向性を見定め、将来に禍
根を残すことのないよう十分な議論を望む。

行政視察報告（８月18日～20日）
福岡県筑後市立病院
平成11年8月に新病院となり15科、220床。
久留米大学医学部教育関連病院ではあるが医
師不足の状況にあり、医師確保のために近隣
公立病院並みの医師年収アップや、学会への
臨床研修結果発表への補助など、思い切った
施策を取る。昨年11月「市立病院経営形態検
討委員会」発足。全て第三者委員による5回の
会議を経て、経営形態を「地方独立行政法
人・非公務員型」とする旨の答申がなされた。
福岡県北九州市立若松病院
平成15年に新築移転。11科、210床の病院

だが、内科医不在で53床休止中。医師確保の
ために特勤手当てのアップや部長職への時間
外手当支給などを実施。育児等で家庭に入っ
た女性医師や看護師が復職できる職場の環境
づくりが大切だとのアドバイスを受けた。ま
た独居老人などのために、急性期を過ぎても3
ヶ月間までは入院できる亜急性期病室を導入。
4床から始めたが需要が多く現在は20床。
福岡県玄界環境組合 古賀清掃工場
平成15年4月操業開始。処理区域面積

113.73椙、処理区域人口約14万人、用地面積
7.8ha、総事業費195億2,470万円。焼却炉は
一日処理能力130tのキルン式ガス化溶融炉が2
炉。ダイオキシン類排出量大幅削減のため、

ごみを450℃で蒸し焼きにした後、1,300℃で
完全燃焼。脱塩用バグフィルターでは重曹を
薬剤として用いて脱塩残渣を激減させている。
スラグは建築用資材等に有効活用できるが、
残渣は工業用塩としての利用以外に活用方法
なし。最終処分場容量は11,505杉。
福岡県糸島地区消防厚生施設組合 糸島クリーンセンター
平成12年操業開始。処理区域面積216.03椙、
処理区域人口約10万人、用地面積8.9ha、総
事業費130億5,349万円。焼却炉は、一日処理
能力100tのシャフト式ガス化溶融炉を2炉備え
ている。ガス化炉と溶融炉を一体化した炉で、
炉内に駆動物のないシンプルな構造のため10
年間補修の必要なし。人口増加が予想を下回
ったため、2つの炉を3ヶ月毎に交代で運転。
最終処分場容量は25,600杉。また、地元要望
で場内にグランドを整備し地元優先使用。温
浴施設の要望もあったが人件費などの問題で
未実施。地元への状況報告を定期的に実施。
なお、両センターとも余熱発電により場内

電力を賄い売電も行い、リサイクルプラザで
は新品同様に甦った家具などを希望者へ販売。

◎下平 美代 ○盛 泰子
内山 泰宏 松尾 博幸
草野 譲 堀 良夫 浜野 義則

地域医療・環境施設整備対策調査特別委員会
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一
般
質
問
事
項

一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．財政問題について
２．市長退職金について
３．同和行政について

船津 賢次

（一問一答）

１．市長マニフェストについて
(1)達成度の評価
(2)情報共有へ向けて
２．プルサーマル計画について
(1)これまでの議論をふまえ市長は
どう考えるか

３．大規模な留守家庭児童クラブにつ
いて
(1)伊万里クラブの現状と今後
(2)分離に関する保護者説明会
(3)指導員との定期的な意見交換
４．保育園の一時保育について
(1)法改正の内容
(2)市内保育園での状況と課題
５．新型インフルエンザ対策について
(1)市民へのマスク配布方法

盛 泰子

（一問一答）

１．史跡指定を受けている「大川内鍋
島窯跡」の景観維持と整備について
(1)伊万里市における大川内山の位
置づけ
(2)史跡にふさわしい風致、景観の
整備
(3)災害による土地形状の変更に対
する対策と個人負担

２．戸栗美術館所有地の管理、整備に
ついて

下平 美代

（一問一答）

松永 孝三

（一問一答）

１．公共事業（工事）の入札について
２．行政評価システム導入事業につい
て

浜野 義則

（一問一答）

１．新型インフルエンザ対策について
(1)市内におけるこれまでの感染状
況は
(2)対策への体制整備は
(3)今後の対応は
２．学校等給食費の滞納対策について
(1)市内の滞納状況は
(2)これまでの対策と成果は
(3)今後の対策

前田 久年

（一問一答）

１．教育改革について
(1)新学習指導要領と伊万里市の教
育について

２．子ども農山漁村交流プロジェクト
について

田中 啓三

（総 括）

１．マニフェスト（政策実行計画）に
ついて
２．2010年の市長選挙について

占野 秀男

（総 括）

１．市民の足を守る対策について
２．女性管理職登用について
３．大坪小学校トイレの水洗化につい
て
４．政権交代後の市政運営と市長選に
ついて

渡邊 英洋

（一問一答）

１．農業振興策
(1)中山間地域等直接支払制度につ
いて

２．中心市街地活性化
(1)旧ダイエー伊万里店ビルについて
３．公園管理と整備計画
(1)都市公園の管理状況について
(2)ファミリーパーク整備計画につ
いて

山増 秀明

（一問一答）

１．県道黒川松島線バイパスのルート
変更について
(1)ルート変更に係る市及び地元意
見の聴取状況
(2)現ルート及び変更ルートに係る
関係地権者に対する理解

２．風水害警戒および災害対策にかか
る地域連けいについて
(1)災害対策連絡室等設置の出張所
等への連絡
(2)被害状況の取りまとめ組織

１．第４工業用水道事業事故後の検証
報告について
２．フォレストイン伊万里（旧ウェル
サンピア伊万里）の現状と課題につ
いて
３．戸栗美術館建設実現に向けて

笠原 義久

（一問一答）

１．市長３期継続にむけた考えについ
て
２．定住自立圏構想について
３．県西部地区広域ごみ処理計画につ
いて
４．県が策定を進める消防広域化推進
計画について

堀 良夫

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。
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一

般

質

問 質
問
し
た
と
き
に
市
長
は
「
痛

み
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
持
っ
て
い
る
」「
熟

慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

答
弁
さ
れ
た
、
今
日
ど
の
よ
う

に
判
断
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長

熟
慮
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ

議
会
に
減
額
を
提
案
す
る
つ
も

り
は
な
い
。

同
和
対
策
事
業
は
平
成

14
年
度
か
ら
一
般
対
策
に
移
行

し
た
。
し
か
し
依
然
と
し
て
特

別
対
策
で
は
な
い
か
と
思
う
こ

と
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。
そ
の

中
で
同
和
教
育
集
会
所
長
報
酬

及
び
隣
保
館
長
報
酬
は
県
内
他

市
と
比
べ
て
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
私
が
関
係
の
党
議
員
を
通

じ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
他
市

は
社
会
教
育
指
導
員
の
報
酬
と

な
っ
て
お
り
、
伊
万
里
市
は
他

市
の
２
倍
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
部
長
・
教
育
部
長

他
市
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、

個
人
情
報
に
あ
た
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
情
報
提
供

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

船
津

賢
次

①
昨
年
末
か
ら
の
世
界

的
な
景
気
悪
化
で
市
民
税
の
大

幅
な
減
に
つ
い
て
、
②
第
４
工

水
の
使
用
水
量
の
大
幅
な
減
な

ど
心
配
さ
れ
て
い
る
が
。

総
務
部
長
・
水
道
部
長

①
平
成
21
年
度
当
初
予
算
で

法
人
市
民
税
は
41
・
７
％
減
の

予
算
を
組
ん
だ
。
８
月
末
の
収

納
見
込
み
で
は
固
定
資
産
税
の

大
幅
な
増
で
市
税
全
体
で
は
前

期
比
２
億
１
千
万
円
程
度
の
増

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら

の
下
半
期
に
大
口
の
決
算
を
見

守
り
た
い
。

②
１
日
１
万
８
７
０
０
ｔ

（
年
間
２
億
２
千
７
０
０
万
円
）

の
給
水
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

７
千
ｔ
弱
（
８
千
５
０
０
万
円
）

の
給
水
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
19
年
６
月
議
会
で

笠
原

義
久

第
４
工
水
事
業
の
問
題

点
を
第
３
者
機
関
に
諮
っ
て
検

証
し
た
結
果
の
最
終
報
告
は
。

水
道
部
長

全
国
的
に
も
前
例
の
な
い
事

業
で
、
慎
重
か
つ
合
理
的
に
行

わ
れ
て
き
た
が
指
定
を
受
け
た

調
査
範
囲
で
締
切
提
の
変
異
は

事
前
予
測
は
不
可
能
で
あ
っ
た

し
、
国
も
問
題
が
無
か
っ
た
こ

と
を
認
め
て
く
れ
た
。

再
度
検
証
を
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

水
道
部
長

九
大
教
授
の
信
頼
性
の
高
い

検
証
を
受
け
、
一
定
の
区
切
り

が
つ
い
た
と
思
う
が
再
度
の
考

え
は
な
い
。

民
間
売
却
後
、
市
民
へ

の
施
設
の
開
放
を
強
く
要
望
し

質
問

て
き
た
が
現
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
部
長

本
館
を
除
く
全
て
の
施
設
が

閉
鎖
の
状
況
と
聞
い
て
い
る
。

施
設
の
一
刻
も
早
い
市

民
へ
の
開
放
と
従
業
員
の
方
々

の
再
雇
用
を
行
政
も
働
き
か
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

産
業
部
長

民
間
運
営
に
対
し
行
政
の
関

与
に
は
限
界
が
あ
る
し
口
は
出

せ
な
い
。
松
風
会
の
意
思
は
尊

重
し
な
が
ら
も
新
た
な
展
開
に

な
れ
ば
市
民
サ
イ
ド
に
立
ち
訴

え
て
い
く
。

伊
万
里
市
の
宝
、
鍋
島

の
戸
栗
美
術
館
を
地
元
の
理
解

を
得
、
早
期
建
設
の
推
進
を
計

る
べ
き
。政

策
経
営
部
長

戸
栗
サ
イ
ド
の
意
思
は
確
認

で
き
た
。
市
の
応
援
も
財
政
状

況
の
厳
し
い
中
、
財
源
の
確
保

を
見
出
し
、
真
剣
に
取
り
組
み

た
い
。

堀

良
夫

来
春
の
市
長
選
へ
の
出

馬
意
向
と
今
後
の
重
点
施
策
は

市
長

「
さ
わ
や
か
市
政
」
を
政
治

信
念
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
企
業
誘
致
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
と
税
収
の
増

加
、
千
百
名
を
超
え
る
雇
用
の

創
出
を
始
め
、
医
療
環
境
・
都

市
基
盤
・
産
業
基
盤
の
整
備
、

子
育
て
支
援
事
業
等
多
方
面
に

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
と
も
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
市

の
地
域
力
は
着
実
に
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
る
が
、
課
題
は
多

く
「
未
だ
発
展
途
上
」
で
あ
る
。

今
後
は
西
九
州
自
動
車
道
や
域

内
の
産
業
・
生
活
道
路
と
し
て

の
幹
線
道
路
網
等
の
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
、
七
ツ
島
地
区
マ
イ

ナ
ス
13
ｍ
の
岸
壁
整
備
に
よ
る

国
際
コ
ン
テ
ナ
貿
易
の
振
興
、

川
南
造
船
所
跡
地
の
早
期
解

決
、
伊
万
里
・
有
田
統
合
病
院

の
開
設
。
新
た
な
政
策
目
標
と

質
問

答
弁

質
問 財

政
問
題
に
つ

い
て

答
弁 第

４
工
水
事
業
検
証

作
業
の
最
終
報
告

答
弁

質
問

質
問

戸
栗
美
術
館
建
設
に

向
か
っ
て

市
長
退
職
金
に

つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

★一般質問の記事は、字数制限があるため、質問者の判断で割愛することがあります。

答
弁

質
問

答
弁 市

長
３
期
目
へ

向
け
た
考
え
は

質
問 同

和
行
政
に

つ
い
て

フ
ォ
レ
ス
ト
イ
ン

伊
万
里
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁
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一

般

質

問

タ
ン
ス
で
は
困
る
。
機
会
が
あ

っ
た
ら
知
事
に
申
し
入
れ
た

い
。

①
百
人
に
近
い
大
規
模

ク
ラ
ブ
で
あ
る
伊
万
里
ク
ラ
ブ

の
分
割
は
。
②
保
護
者
説
明

会
・
指
導
員
と
の
定
期
的
な
意

見
交
換
を
。

教
育
部
長

①
来
年
度
は
余
裕
教
室
を
利

用
し
て
の
分
割
か
現
施
設
内
で

の
ク
ラ
ス
分
け
を
検
討
中
。
そ

れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
状
況
を

見
て
判
断
す
る
。②
実
施
す
る
。

法
改
正
に
よ
っ
て
一
時

保
育
が
危
機
的
な
状
況
に
あ

る
。
市
内
の
状
況
は
ど
う
か
。

市
民
部
長

利
用
者
は
大
変
多
く
、
子
育

て
支
援
の
大
事
な
事
業
で
あ

る
。制
度
が
後
退
し
な
い
よ
う
、

国
・
県
に
対
し
て
強
く
働
き
か

け
を
行
な
う
。

下
平

美
代

平
成
15
年
度
史
跡
指
定

を
受
け
た
後
の
整
備
は
ど
の
よ

う
に
な
さ
れ
た
か
、
説
明
板
等

不
十
分
で
あ
る
が
、
①
今
後
の

整
備
計
画
、
②
史
跡
地
内
の
災

害
発
生
の
対
策
と
個
人
負
担
、

③
伊
万
里
市
に
お
け
る
大
川
内

山
の
位
置
づ
け
は
。

教
育
部
長
・
産
業
部
長

平
成
15
年
９
月
指
定
を
受
け

同
19
年
３
月
保
存
計
画
書
作
成

し
地
区
に
配
布
し
、
歴
史
の
学

習
会
を
行
い
、
藩
役
跡
を
藩
窯

公
園
に
し
た
が
説
明
板
等
は
十

分
で
は
な
い
。

①
基
本
構
想
等
必
要
で
あ
り

歩
み
を
止
め
る
事
な
く
進
め
た

い
が
予
算
的
に
厳
し
く
基
本
構

想
作
成
時
期
は
明
言
で
き
な

い
。②

史
跡
地
内
の
災
害
発
生
と

し
て
文
化
庁
に
報
告
、
国
・
県

と
協
議
を
し
景
観
を
損
な
わ
な

い
工
法
で
や
る
。
個
人
負
担
は

い
く
ら
か
は
止
む
を
得
ぬ
が
国

の
補
助
事
業
と
し
て
取
組
ま
れ

る
よ
う
申
請
し
て
い
る
。

③
大
川
内
山
は
伊
万
里
市
最

大
の
観
光
地
で
あ
る
。
大
川
内

山
と
行
政
が
手
を
取
り
合
っ
て

史
跡
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り

客
の
滞
在
時
間
も
伸
び
る
と
思

う
。「
め
お
と
し
の
塔
」
も
現

在
不
具
合
で
あ
る
が
、
新
調
す

る
に
は
２
７
０
万
円
必
要
で
、

何
ら
か
の
制
度
活
用
で
対
処
し

た
い
。

市
長

①
大
川
内
山
を「
世
界
遺
産
」

に
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
こ
と

も
あ
り
、
歴
史
文
化
、
景
観
は
、

佐
賀
県
に
と
っ
て
も
第
一
級
の

観
光
地
で
あ
り
伊
万
里
の
誇
り

と
思
う
。大

川
内
山
の
入
口
で
景

観
上
も
好
ま
し
く
な
い
適
切
な

管
理
を
要
請
し
て
欲
し
い
。

政
策
経
営
部
長

業
者
か
ら
の
連
絡
で
美
術
館

に
も
適
切
な
管
理
を
お
願
い
す

る
。

し
て
国
立
の
高
等
高
専
の
誘

致
、
中
高
一
貫
教
育
の
取
組
み

等
。
ソ
フ
ト
事
業
と
共
に
ハ
ー

ド
事
業
も
着
実
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

伊
万
里
市
の
更
な
る
発
展
の

た
め
、
私
の
持
て
る
全
て
の
力

を
出
し
尽
く
し
た
く
、
出
馬
表

明
を
さ
せ
て
頂
く
。

国
が
推
進
す
る
第
３
の

広
域
連
携
政
策
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
目
的
は
。
市
は
ど

の
よ
う
な
展
開
を
図
る
の
か
。

政
策
経
営
部
長

人
口
５
万
人
程
度
以
上
が
中

心
市
と
な
り
、
周
辺
市
町
村
が

協
定
を
結
び
、
人
口
定
住
の
た

め
に
必
要
な
生
活
機
能
を
役
割

分
担
し
連
携
し
て
圏
域
の
活
性

化
を
図
る
。
本
市
と
有
田
町
は

市
町
の
枠
を
超
え
た
生
活
圏
を

共
有
し
て
お
り
、
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
に
つ
い
て
議
会
に
諮

り
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

を
今
年
中
に
策
定
し
た
い
。

（
二
問
省
略
）

盛

泰
子

市
長
は
、
原
発
10
㎞
圏

の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
遺
憾
の

意
を
表
す
な
ど
、
勇
気
あ
る
発

言
を
さ
れ
て
き
た
と
思
う
。
①

プ
ル
サ
ー
マ
ル
を
目
前
に
控

え
、
伊
万
里
市
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
立
場
の
市
長
と
し
て

傍
観
者
で
い
る
の
か
？
②
知
事

答
弁
「
伊
万
里
市
長
発
言
に
関

し
て
私
が
何
か
コ
メ
ン
ト
す
べ

き
立
場
に
な
い
」
は
全
く
不
誠

実
で
あ
り
、
伊
万
里
市
か
ら
の

問
題
提
起
を
恐
れ
て
い
る
と
思

う
。
知
事
へ
申
し
入
れ
を
。

市
長

①
10
㎞
圏
外
で
あ
っ
て
も
、

近
隣
市
町
に
変
わ
り
は
な
く
、

風
評
被
害
を
含
め
た
防
災
体
制

な
ど
に
伊
万
里
市
が
目
を
向
け

て
も
ら
え
な
い
状
況
に
は
満
足

し
て
い
な
い
。
②
従
来
も
発
言

し
て
き
た
。
波
多
津
漁
協
の
皆

さ
ん
は
10
㎞
圏
内
で
毎
日
操
業

さ
れ
て
お
り
、
圏
外
だ
か
ら
伊

万
里
市
は
関
係
な
い
と
い
う
ス

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

プ
ル
サ
ー
マ
ル

計
画

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

大
川
内
山
鍋
島
窯
跡

の
景
観
維
持
と
整
備

大
規
模
な
留
守
家

庭
児
童
ク
ラ
ブ

保
育
園
の
一
時
保

育
事
業

答
弁 戸

栗
美
術
館
予
定

地
の
管
理

定
住
自
立
圏
構
想
に

つ
い
て

質
問
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内
業
者
へ
の
発
注
を
行
う
。

入
札
制
度
改
革
を
含
め
出
来
得

る
施
策
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

概
要
と
導
入
の
目
的
に
つ
い
て

政
策
経
営
部
長

市
が
行
う
施
策
や
事
業
に
つ

い
て
、
そ
の
目
的
や
背
景
、
経

費
等
を
分
析
し
、
事
業
の
必
要

性
や
目
標
に
対
す
る
達
成
状
況

な
ど
を
評
価
す
る
こ
と
で
、
次

の
事
業
展
開
等
に
活
か
し
て
い

く
も
の
で
す
。

今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て

政
策
経
営
部
長

行
政
評
価
の
活
用
策
と
し

て
、
事
業
の
取
捨
選
択
や
優
先

度
分
析
な
ど
に
活
用
し
、
評
価

表
の
一
部
で
は
十
分
な
精
度
を

備
え
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、

予
算
編
成
に
直
結
し
た
活
用
ま

で
至
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ

る
。
精
度
向
上
に
努
め
、
行
政

上
の
課
題
解
決
す
る
た
め
の
道

具
と
し
て
活
用
し
た
い
。

松
永

孝
三

公
共
事
業
（
工
事
）
発

注
状
況
に
つ
い
て

総
務
部
長

今
年
度
８
月
ま
で
の
入
札
件

数
は
合
計
85
件
で
す
。
土
木
工

事
38
件
、
建
築
工
事
が
７
件
、

電
気
、
機
械
、
水
道
が
40
件
で
、

全
体
の
落
札
率
は
91
・
98
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
最
低
制
限
価

格
未
満
で
の
失
格
の
件
数
は
、

土
木
工
事
３
件
・
７
社
、
建
築

工
事
１
件
・
３
社
と
な
っ
て
い

ま
す
。

入
札
制
度
の
改
善
に
よ

る
建
設
業
界
の
救
済
に
つ
い
て

副
市
長

経
済
情
勢
は
厳
し
く
、
公
共

工
事
も
減
少
傾
向
で
す
。
建
設

会
社
の
み
な
さ
ん
は
、
市
民
の

安
全
、
安
心
と
い
う
施
策
に
対

し
、ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

経
済
、
雇
用
の
観
点
か
ら
も
重

要
と
思
い
ま
す
。
工
事
発
注
に

お
き
ま
し
て
は
、可
能
な
限
り
、

質
問

質
問

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

公
共
事
業
の
入

札
に
つ
い
て

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
訓
練
や

想
定
訓
練
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

18
〜
20
年
度
ま
で
の
３

年
間
だ
け
で
も
小
･
中
学
校
の

給
食
費
滞
納
が
２
２
５
万
円
あ

り
、
そ
れ
以
前
の
分
も
合
わ
せ

る
と
更
に
多
額
に
な
る
。

現
在
、
給
食
費
の
徴
収
や
滞

納
の
督
促
な
ど
教
育
現
場
に
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
教
育
委
員
会
が
対
応
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た

悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
今
後

は
法
的
措
置
も
含
め
た
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
･
教
育
部
長

教
職
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
育
委

員
会
も
係
長
以
上
で
徴
収
班
を

編
成
し
て
家
庭
や
職
場
ま
で
出

向
い
て
滞
納
対
策
を
実
施
し
、

効
果
も
あ
げ
て
い
る
。

市
会
計
へ
の
移
行
や
法
的
措

置
導
入
に
は
、
条
件
整
備
等
も

必
要
で
、
今
後
実
態
の
把
握
や

既
存
実
施
団
体
等
の
研
究
と
併

せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

浜
野

義
則

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
者
が
急
増
し
て
い
る
が

市
の
状
況
は
。
市
の
行
動
計
画

が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
要
援
護
者
の
支
援

等
の
体
制
は
確
立
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
や
実
施
訓
練
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長
･
市
民
部

青
嶺
中
学
校
で
19
名
の
集
団

感
染
が
発
生
し
、
13
日
ま
で
４

日
間
の
臨
時
休
校
を
実
施
中

で
、
含
め
る
と
伊
万
里
保
険
所

管
内
で
56
名
が
罹
患
し
て
い

る
。行

動
計
画
で
は
市
職
員
の
大

量
感
染
等
を
想
定
し
て
３
段
階

の
業
務
優
先
順
位
等
を
決
定
し

て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

具
体
的
な
取
り
組
み
は
今
後
県

と
一
緒
に
検
討
を
し
て
い
く
。

ま
た
市
民
の
安
心
･
安
全
は
最

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
シ
ュ

答
弁 新

型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策

質
問

質
問 学

校
給
食
費
滞
納

対
策

前
田

久
年

教
育
改
革
を
受
け
て
学

校
教
育
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。
特
に
新
学
習
指
導
要
領

に
つ
い
て
特
徴
的
な
改
訂
点

は
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
の
学
習
指
導
要
領

で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き

る
力
」
を
育
む
こ
と
を
目
指
し

て
き
た
が
、
今
回
の
改
訂
に
お

い
て
「
生
き
る
力
」
と
い
う
理

念
は
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
改
訂
に
よ
り
、
小
学
校

に
お
い
て
は
週
当
た
り
の
授
業

時
数
が
１
・
２
年
生
で
２
時

間
、
３
年
生
以
上
中
学
生
ま
で

は
１
時
間
増
え
る
。
重
要
事
項

と
し
て
、
言
語
活
動
の
充
実
、

理
数
教
育
の
充
実
、
伝
統
や
文

化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
、
道

徳
教
育
の
充
実
、
体
験
活
動
の

一
層
の
充
実
、
小
学
校
段
階
に

お
け
る
外
国
語
教
育
の
充
実
が

あ
る
。

質
問

答
弁 新

学
習
指
導
要
綱
と
伊
万

里
市
の
教
育
に
つ
い
て

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

答
弁
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目
の
施
策
の
う
ち
、
２
項
目
が

未
着
手
で
あ
り
、
達
成
で
き
た

も
の
31
項
目
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
も
の
40
項
目
、
成
果
が

出
て
い
な
い
も
の
が
７
項
目
と

な
っ
て
お
り
、
88
・
８
％
の
達

成
状
況
で
あ
っ
た
。

３
期
目
に
出
馬
す
る
に
当
た

っ
て
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
西
九
州
自
動
車
道
、
伊

万
里
港
の
整
備
等
は
今
後
も

国
、
県
に
対
し
要
望
活
動
に
努

め
、
新
病
院
建
設
、
広
域
ご
み

処
理
計
画
を
始
め
と
し
て
、
市

民
生
活
に
密
着
し
た
政
策
と
、

市
民
に
対
し
て
温
か
み
の
あ
る

政
策
に
取
り
組
み
た
い
。

占
野

秀
男

市
民
の
足
を
守
る
た
め

の
市
街
地
を
走
る
「
い
ま
り
ん

バ
ス
」
の
利
用
は
ス
タ
ー
ト
以

来
順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、

循
環
コ
ー
ス
の
拡
大
を
望
む
声

も
大
き
い
が
、
今
の
ま
ま
で
は

期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
。

２
台
目
の
循
環
バ
ス
も
検
討

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
循
環
バ

ス
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

市
長

11
月
か
ら
東
部
（
大
川
）
、

北
部
（
波
多
津
）、
西
部
（
山

代
）
に
も
路
線
バ
ス
の
順
路
を

拡
大
し
利
用
拡
大
を
図
る
。
市

街
地
周
辺
へ
の
路
線
拡
大
は
２

台
の
バ
ス
が
必
要
で
す
か
ら

「
社
会
福
祉
協
議
会
」
と
も
相

談
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

女
性
の
管
理
職
登
用
に

つ
い
て
市
役
所
の
管
理
職
は
男

性
優
先
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

女
性
で
も
十
分
対
応
で
き
る
職

員
も
い
る
と
思
う
が
も
っ
と
増

や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

男
女
平
等
に
対
応
し
て
い

る
。
今
後
も
適
格
者
が
あ
れ
ば

登
用
し
て
い
く
。

市
内
の
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
は
水
洗
化
が
進
ん
で
い
る

が
、ま
だ
３
か
所
残
っ
て
い
る
。

特
に
大
坪
小
の
改
善
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た

が
い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
、

早
急
な
改
善
を
。

教
育
長

承
知
は
し
て
い
る
が
財
政
の

こ
と
も
あ
り
遅
れ
て
い
る
。
改

め
て
予
算
要
求
し
た
い
。

市
長

解
決
し
て
い
る
と
思
っ
た
が

未
実
施
で
あ
れ
ば
早
急
に
水
洗

化
を
計
画
し
た
い
。

国
の
補
助
が
終
わ
る
平

成
23
年
度
以
降
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
。

産
業
部
長

国
の
補
助
が
終
わ
っ
て
も
、

市
内
外
の
子
ど
も
た
ち
や
、
農

業
体
験
・
宿
泊
体
験
を
希
望
さ

れ
る
観
光
客
の
受
け
入
れ
が
で

き
る
よ
う
継
続
し
て
取
組
む
。

市
内
に
は
、
都
会
の
人

に
十
分
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
体
験

素
材
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、
本

市
の
観
光
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長

「
見
る
観
光
」
に
加
え
、

「
食
べ
る
観
光
」「
体
験
す
る
観

光
」
を
一
体
化
し
て
進
め
る
こ

と
は
、
本
市
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
も
の
と
思
う
。

第
一
次
産
業
を
核
に
、
伊
万
里

焼
や
伊
万
里
の
豊
か
な
自
然
、

歴
史
文
化
な
ど
、
本
市
の
持
つ

地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か

し
、
地
域
と
行
政
が
協
力
し
あ

っ
て
、
観
光
振
興
に
力
を
入
れ

る
。

田
中

啓
三

市
長
は
、
市
民
の
代
表

と
し
て
、
ま
た
、
行
政
の
ト
ッ

プ
と
し
て
７
年
半
の
間
、
市
民

と
対
話
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

多
く
の
市
民
の
意
見
を
聞
き
市

政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
長
が

２
期
目
の
市
政
を
担
う
に
当
た

っ
て
掲
げ
た
、
５
つ
の
柱
に
つ

い
て
、
政
策
の
総
括
で
の
観
点

と
し
て
、
80
項
目
の
取
組
み
効

果
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
３
期
目
の
出
馬
に
当

た
っ
て
課
題
も
多
い
が
、
方
向

性
と
し
て
ど
の
分
野
に
特
色
と

重
点
を
置
き
、
総
合
計
画
に
沿

っ
た
形
で
の
作
成
と
な
る
の

か
。

市
長

平
成
18
年
４
月
、
２
期
目
の

市
政
を
担
う
に
当
た
っ
て
掲
げ

た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
策
実
行

計
画
）
の
取
組
状
況
は
、
80
項

答
弁

質
問

答
弁

質
問

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

市
民
の
足
を
守
る

対
策
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

女
性
の
管
理
職
登

用
に
つ
い
て

大
坪
小
学
校
屋
外
ト

イ
レ
の
水
洗
化
を

質
問

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
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一

般

質

問
閉
店
し
て
七
年
を
経
過

し
た
旧
ダ
イ
エ
ー
伊
万
里
店
が

あ
っ
た
五
階
建
て
ビ
ル
や
今

回
、
バ
ス
セ
ン
タ
ー
も
八
月
末

に
閉
鎖
さ
れ
、
中
心
市
街
地
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
っ
て
い

る
。
い
ろ
い
ろ
と
情
報
も
あ
る

が
市
と
し
て
ど
う
動
い
て
い
る

の
か
。

産
業
部
長

所
有
者
で
あ
る
西
肥
自
動
車

㈱
と
こ
れ
ま
で
何
回
も
、
市
と

し
て
の
考
え
も
述
べ
要
望
も
し

て
来
た
。
現
在
も
数
社
と
売
却

交
渉
を
続
け
ら
れ
て
お
り
、
売

却
を
含
め
そ
の
活
用
策
を
検
討

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

市
の
玄
関
口
で
あ
り
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
様
な

活
用
策
を
要
望
し
て
行
き
た

い
。

渡
邊

英
洋

二
期
目
の
最
終
年
度
を

迎
え
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
が
来
年
三
月
末
で
終
了

す
る
が
こ
の
制
度
を
ど
う
評
価

す
る
の
か
。

ま
た
、「
三
期
目
へ
も
是
非
、

継
続
し
て
欲
し
い
」
と
の
強
い

要
望
が
あ
る
が
市
と
し
て
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

市
長
・
産
業
部
長

本
制
度
は
耕
作
放
棄
地
防
止

は
も
ち
ろ
ん
、
多
面
的
機
能
の

維
持
、
協
同
活
動
へ
の
取
り
組

み
等
、
中
山
間
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
本
制
度
の
も
た
ら

し
た
効
果
は
非
常
に
高
い
と
評

価
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
期
目
へ
の
継
続
に

つ
い
て
は
政
権
交
代
で
先
行
き

不
透
明
な
面
も
あ
る
が
十
月
に

開
催
さ
れ
る
九
州
市
長
会
等
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
で
提
案
し
、
他

の
自
治
体
と
力
を
あ
わ
せ
て
強

く
要
望
し
て
行
き
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

農
業
振
興
策
と
中
心
市

街
地
活
性
化
に
つ
い
て

行
い
な
が
ら
事
業
化
に
向
け
ル

ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
の
『
意

見
交
換
会
』
の
設
置
は
11
月
中

旬
、
12
月
中
旬
、
２
月
下
旬
の

３
回
開
催
を
予
定
さ
れ
て
い

る
。
構
成
員
は
20
〜
30
人
を
予

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ル
ー

ト
変
更
関
係
者
に
十
分
に
説
明

し
て
い
く
。

大
雨
警
報
等
の
発
令
に

伴
い
災
害
対
策
連
絡
室
が
設
置

さ
れ
る
が
、
そ
の
情
報
伝
達
は

出
張
所
、
区
長
、
住
民
へ
十
分

に
伝
わ
っ
て
い
る
か
。

ま
た
別
の
伝
達
方
法
と
し
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
広
報
車
の

活
用
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。
実

際
現
場
に
お
い
て
は
不
安
の
中

で
避
難
指
示
等
を
待
つ
が
責
任

あ
る
指
示
は
誰
が
行
う
の
か
。

災
害
発
生
の
状
況
と
り
ま
と
め

も
的
確
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

総
務
部
長

地
域
防
災
計
画
に
則
り
十
分

に
配
慮
す
る
が
、
災
害
発
生
の

連
絡
は
直
接
市
に
行
っ
て
も
ら

い
早
急
に
対
応
し
た
い
。

山
増

秀
明

ル
ー
ト
変
更
は
地
域
住

民
側
と
十
分
に
協
議
し
、
種
々

の
角
度
か
ら
将
来
を
見
据
え
た

悔
い
の
な
い
も
と
し
て
設
定
さ

れ
る
べ
き
。

今
日
ま
で
の
情
報
で
は
県
と

し
て
は
今
年
度
中
に
変
更
ル
ー

ト
を
決
定
し
た
い
意
向
で
、
そ

の
た
め
沿
線
地
域
や
市
の
考
え

を
把
握
す
る
た
め
「
意
見
交
換

の
場
」
を
設
け
た
い
と
表
明
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
動
向
は
。
そ

の
意
見
交
換
の
構
成
員
は
単
に

地
域
割
的
な
役
職
者
の
み
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
関
わ
ら
れ
た

方
の
加
入
も
特
に
考
え
て
ほ
し

い
。ま

た
、
現
ル
ー
ト
、
変
更
ル

ー
ト
に
関
わ
る
地
権
者
に
対
し

て
そ
の
意
見
決
定
の
前
に
十
分

に
理
解
を
得
て
お
く
こ
と
も
大

事
だ
と
思
う
が
そ
の
対
応
は
。

建
設
部
長

地
元
関
係
者
の
意
向
確
認
を

質
問

答
弁 県

道
黒
川
松
島
線
バ
イ

パ
ス
の
ル
ー
ト
変
更

質
問

風
水
害
警
戒
及
び
災
害

対
策
に
係
る
地
域
連
携

答
弁

中
心
市
街
地
活
性

化
策

一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
審
査

特
別
委
員
会

◎
樋

渡

雅

純

○
船

津

賢

次

渡

邊

英

洋

山

増

秀

明

堀

良

夫

笠

原

義

久

前

田

儀
三
郎

田

中

啓

三

盛

泰

子

企
業
会
計
決
算

審
査
特
別
委
員
会

◎
福

田

喜

一

○
松

永

孝

三

多
久
島

繁

松

尾

博

幸

前

田

久

年

草

野

譲

得

木

久

彦

占

野

秀

男

下

平

美

代

★ 決算委員会審査日程 企業会計：11月２・４・５日
一般会計：11月２・４・５・６・９日
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編
集
後
記
な
ど

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約12円（印刷費）で作成しています。

秋
ま
っ
盛
り

各
地
で
稲

刈
や
運
動
会
等
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

編
集
会
議
を
終
え
山
道
を
秋

の
空
な
ど
眺
め
散
歩
し
て
お

り
ま
す
と
、
足
元
に
は
彼
岸

花
が
咲
き
乱
れ
、
枝
い
っ
ぱ

い
に
実
っ
た
柿
、
げ
ん
こ
つ

み
た
い
な
こ
ぶ
し
の
実
、
い

つ
の
間
に
か
赤
い
坊
主
頭
の

よ
う
な
山
ぼ
う
し
の
実
が
消

え
、
山
道
に
イ
ノ
シ
シ
が
食

い
荒
ら
し
て
殻
に
な
っ
た
栗

の
実
な
ど
、
自
然
の
営
み
が

如
実
に
表
れ
る
季
節
で
す
。

そ
の
一
方
、
現
実
社
会
は
い

ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
影
響
で
、
楽
し
み
に
し

て
い
た
運
動
会
・
敬
老
会
・

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
中
止
に

な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
残
念

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
感

染
し
な
い
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
で
す
が
、
不
幸
に
も
感

染
し
た
場
合
、
早
め
に
病
院

で
適
切
な
治
療
を
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
他
の

人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と
に
努

力
す
る
こ
と
が
感
染
拡
大
を

抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。字

数
や
ペ
ー
ジ
数
の
制
限

が
あ
る
中
、
原
稿
を
提
出
し

て
頂
い
て
お
り
、
一
文
字
の

加
筆
・
削
除
を
慎
重
に
行

い
、
議
員
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
を
曲
げ
な
い
よ
う
心
が

け
、
編
集
に
腐
心
し
て
お
り

ま
す
。
行
間
を
も
含
め
て
講

読
な
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。

（
多
）

編
集
委
員

◎
山
増

秀
明
○
多
久
島

繁

前
田

久
年

草
野

譲

松
尾

博
幸

盛

泰
子

顧
問内

山

泰
宏

占
野

秀
男

樋
渡

雅
純

発
行伊

万
里
市
議
会

伊
万
里
市
立
花
町
一
三
五
五
―
一

3
０
９
５
５
―
２
３
―
２
１
１
１

5
０
９
５
５
―
２
２
―
１
２
７
７

E-m
ail:gikai@

city.im
ari.lg.jp

編
集市

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

市
議
会
議
員
研
修
会

佐
賀
県
市
議
会
議
長
会
主

催
の
議
員
研
修
会
が
、
７
月

31
日
に
佐
賀
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
事
務

総
長
の
大
竹
邦
実
氏
が
「
市

議
会
議
長
会
を
め
ぐ
る
最
近

の
課
題
」
の
テ
ー
マ
で
、
地

方
分
権
改
革
や
第
29
次
地
方

制
度
調
査
会
答
申
等
に
つ
い

て
多
く
の
資
料
を
駆
使
し
な

が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
地
方
制
度
調
査
会

の
答
申
で
は
チ
ェ
ッ
ク
機
能

強
化
の
観
点
か
ら
、
監
査
機

能
の
強
化
・
充
実
と
、
議
会

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
踏

み
込
ん
だ
内
容
が
示
さ
れ
た

こ
と
を
強
調
さ
れ
、
地
域
主

権
に
向
け
た
議
会
の
役
割
の

重
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

吉永圭太主将 歓喜の胴上げ（県大会優勝）


